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その他その他その他

※「永住者の配偶者等」「定住者」は１９９０年から、「特別永住者」は１９９２年から、「技能実習」は2010年から※「永住者の配偶者等」「定住者」は１９９０年から、「特別永住者」は１９９２年から、「技能実習」は2010年から※「永住者の配偶者等」「定住者」は１９９０年から、「特別永住者」は１９９２年から、「技能実習」は2010年から
（出入国在留管理庁）（出入国在留管理庁）（出入国在留管理庁）在留資格別の日本で暮らす外国人の推移在留資格別の日本で暮らす外国人の推移
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　以前は具体的な元の国
　籍は韓国・朝鮮、中国のみ）
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（婚姻件数、人口動態調査）※１９９１年までフィリピン、タイ、ブラジル、ペルーはその他に含まれる（婚姻件数、人口動態調査）※１９９１年までフィリピン、タイ、ブラジル、ペルーはその他に含まれる（婚姻件数、人口動態調査）※１９９１年までフィリピン、タイ、ブラジル、ペルーはその他に含まれる
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技能実習（最長５年）技能実習（最長５年）技能実習（最長５年） 特定技能１号（最長５年）
技能実習を３年か５年修了すれば無試験移行可能
特定技能１号（最長５年）
技能実習を３年か５年修了すれば無試験移行可能
特定技能１号（最長５年）
技能実習を３年か５年修了すれば無試験移行可能

特定技能２号（更新可能）
現時点で２業種のみ、熟練技能が必要
特定技能２号（更新可能）
現時点で２業種のみ、熟練技能が必要
特定技能２号（更新可能）
現時点で２業種のみ、熟練技能が必要

在留資格「永住者」（永住権）取得に必要な就労期間として算入されない在留資格「永住者」（永住権）取得に必要な就労期間として算入されない

特定技能２号は、１号と違って家族の帯同がOK。ただ業種が現時点で建設と造船・舶用工業に限られる特定技能２号は、１号と違って家族の帯同がOK。ただ業種が現時点で建設と造船・舶用工業に限られる

特定技能１号（最長５年）
１４業種、試験合格が必要
特定技能１号（最長５年）
１４業種、試験合格が必要
特定技能１号（最長５年）
１４業種、試験合格が必要

特定技能２号（開始時期は検討中、特定技能１号を経なくても資格取得が可能）
現時点で２業種のみ、試験合格が必要
特定技能２号（開始時期は検討中、特定技能１号を経なくても資格取得が可能）
現時点で２業種のみ、試験合格が必要
特定技能２号（開始時期は検討中、特定技能１号を経なくても資格取得が可能）
現時点で２業種のみ、試験合格が必要

永住者
（申請許可の場合）

「介護福祉士」資格取得に向けたルートは他にEPA（経済連携協定）に基づく仕組み、専門学校への留学など多彩「介護福祉士」資格取得に向けたルートは他にEPA（経済連携協定）に基づく仕組み、専門学校への留学など多彩

（在留期間は最長５年）
日本語能力が必要
（在留期間は最長５年）
日本語能力が必要
（在留期間は最長５年）
日本語能力が必要

在留資格「介護」取得（更新可能）
国家資格「介護福祉士」試験合格・登録が条件
在留資格「介護」取得（更新可能）
国家資格「介護福祉士」試験合格・登録が条件
在留資格「介護」取得（更新可能）
国家資格「介護福祉士」試験合格・登録が条件

永住者
（申請許可の場合）

永住者
（申請許可の場合）

永住者
（申請許可の場合）

永住者
（申請許可の場合）

永住者
（申請許可の場合）

永住者
（申請許可の場合）

専門学校卒で取得する場合、審査が大卒より厳しい専門学校卒で取得する場合、審査が大卒より厳しい

日本語学校日本語学校日本語学校 専門学校専門学校専門学校 日本企業に就職し、在留資格「技術・人文知識・国際業務」取得（更新可能）日本企業に就職し、在留資格「技術・人文知識・国際業務」取得（更新可能）日本企業に就職し、在留資格「技術・人文知識・国際業務」取得（更新可能）

留学生としての在留期間も、永住許可の条件に必要な「１０年以上の在留」に算入できる留学生としての在留期間も、永住許可の条件に必要な「１０年以上の在留」に算入できる

日本語学校日本語学校日本語学校 大学大学大学 日本企業に就職し、在留資格「技術・人文知識・国際業務」取得日本企業に就職し、在留資格「技術・人文知識・国際業務」取得日本企業に就職し、在留資格「技術・人文知識・国際業務」取得

さ
ら
に「
日
本
国
籍
」を
取
得
す
る
と
、外
国
人
か
ら
日
本
人
に（
元
の
国
籍
は
な
く
な
る
）

さ
ら
に「
日
本
国
籍
」を
取
得
す
る
と
、外
国
人
か
ら
日
本
人
に（
元
の
国
籍
は
な
く
な
る
）

さ
ら
に「
日
本
国
籍
」を
取
得
す
る
と
、外
国
人
か
ら
日
本
人
に（
元
の
国
籍
は
な
く
な
る
）

政府は「高度人材」を積極的に受け入れるため「ポイント８０点以上」なら居住期間１年で永住許可申請が可能政府は「高度人材」を積極的に受け入れるため「ポイント８０点以上」なら居住期間１年で永住許可申請が可能

大学大学大学 大学院大学院大学院 高度人材ポイント７０点以上で
「高度専門職」に
高度人材ポイント７０点以上で
「高度専門職」に
高度人材ポイント７０点以上で
「高度専門職」に

日本に他の資格で在留している人も、日本人や永住者と結婚すれば、変更可能日本に他の資格で在留している人も、日本人や永住者と結婚すれば、変更可能

「日本人の配偶者等」
「永住者の配偶者等」
「日本人の配偶者等」
「永住者の配偶者等」
「日本人の配偶者等」
「永住者の配偶者等」

「定住者」は在留期間（最長５年）が定められていて、さらに日本で暮らすには更新が必要。「永住者」は更新が不要「定住者」は在留期間（最長５年）が定められていて、さらに日本で暮らすには更新が必要。「永住者」は更新が不要

在留資格「定住者」の日系３世本人と配偶者、日系２世の配偶者
（日系２世本人は在留資格「日本人の配偶者等」に含まれる）
在留資格「定住者」の日系３世本人と配偶者、日系２世の配偶者
（日系２世本人は在留資格「日本人の配偶者等」に含まれる）
在留資格「定住者」の日系３世本人と配偶者、日系２世の配偶者
（日系２世本人は在留資格「日本人の配偶者等」に含まれる）

「日本定住・永住への「日本定住・永住への道」イメージ」イメージ 「永住者」への移行はいずれも順調な場合

来日時

技能実習

特定技能１号

日本語学校
の留学生

日本語学校
の留学生

大学の留学生

日本人と結婚
永住者と結婚

日系人

介護分野の
技能実習や
特定技能

在留資格在留資格在留資格

居住、就労期間の他に、収入額や納税、年金・健康保険料の支払い状況、犯罪歴なども審査対象

行政書士竹内波美男さん（上田市）監修

外
国
人
が
日
本
で
最
も
安
定
的
に
暮
ら
せ

る
在
留
資
格
は
「
永
住
者
」
だ
。
外
国
籍
の

ま
ま
、
日
本
へ
の
永
住
権
が
認
め
ら
れ
る
。

原
則

年
以
上
継
続
し
て
日
本
国
内
に
在
留

し
、
５
年
以
上
就
労
す
る
こ
と
な
ど
が
条
件
。

た
だ
「
技
能
実
習
」
や
「
特
定
技
能
１
号
」

は
こ
の
就
労
期
間
に
算
入
で
き
な
い
。

日
本
で
働
き
な
が
ら
永
住
を
目
指
す
の
で

あ
れ
ば

大
学
や
日
本
の
専
門
学
校
を
卒
業

し
て
企
業
で
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
経
理
担
当
な
ど

と
し
て
働
く

技
術
・
人
文
知
識
・
国
際
業
務

の
在
留
資
格
取
得
が
代
表
的

日
本
へ
の

留

学

か
ら
永
住
の
道
が
開
け
る
と
も
言
え
る

さ
ら
に
、
Ｉ
Ｔ
や
学
術
分
野
で
高
度
な
知

識
や
技
術
を
持
つ
「
高
度
専
門
職
」
ら
は
、

３
年
や
１
年
の
居
住
で
永
住
権
取
得
が
可
能

に
な
る
。
学
歴
や
職
歴
、
年
収
な
ど
で
加
算

さ
れ
る
「
高
度
人
材
ポ
イ
ン
ト
」
で

点
以

上
（
居
住
１
年
は

点
以
上
）
を
獲
得
し
て

い
る
こ
と
が
条
件
だ
。

こ
う
し
た
特
例
は
、
日
本
人
と
結
婚
し
た

場
合
に
も
与
え
ら
れ
る
。
「
実
体
を
伴
っ
た

婚
姻
生
活
が
３
年
以
上
継
続
し
、
か
つ
、
引

き
続
き
１
年
以
上
、日
本
に
在
留
し
て
い
る
」

こ
と
が
条
件
。
永
住
者
の
配
偶
者
や
子
も
同

様
に
短
縮
さ
れ
る
。

日
系
３
世
ら
の
「
定
住
者
」
も
５
年
で
申

請
可
能
と
な
る
。

「
永
住
者
」と
な
る
に
は

日
本
で
は
戦
前
か
ら
、
外
国
人

支
援
団
体
か
ら
「
オ
ー
ル
ド
カ
マ

ー
」
と
呼
ば
れ
る
朝
鮮
半
島
や
台

湾
出
身
者
が
暮
ら
し
て
い
た
。
１

９
１
０
（
明
治

）
年
の
日
韓
併

合
な
ど
に
よ
る
植
民
地
か
ら
日
本

に
移
り
、
軍
需
工
場
な
ど
で
働
い

て
き
た
人
た
ち
だ
。
１
９
５
２
（
昭

和

）
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

講
和
条
約
で
日
本
国
籍
を
失
っ
た

が
、
１
９
９
１
年
施
行
の
入
管
特

例
法
に
よ
り
、
子
孫
を
含
め
て
「
特

別
永
住
者
」
と
な
っ
た
。

オ
ー
ル
ド
カ
マ
ー
に
対
し
て
、

１
９
８
０
年
代
以
降
に
来
日
し
た

外
国
人
は
「
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
」
と

呼
ば
れ
る
。
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
を
背
景
に
急
増
し
た
。

同
時
に
超
過
滞
在
者
（
オ
ー
バ

ー
ス
テ
イ
）
も
増
え
、

年
に
は

万
人
を
記
録
。
バ
ブ
ル
経
済
の

人
手
不
足
を
補
っ
て
い
た
側
面
も

あ
り
、
国
が
事
実
上
オ
ー
バ
ー
ス

テ
イ
を
容
認
し
て
い
た
｜
と
も
言

わ
れ
る
。
２
０
１
２
年
、
超
過
滞

在
者
も
対
象
と
す
る
こ
と
が
可
能

だ
っ
た
外
国
人
登
録
制
度
が
廃
止

さ
れ
、
「
正
規
滞
在
者
」
だ
け
を

住
民
登
録
す
る
在
留
管
理
制
度
が

始
ま
っ
た
。
超
過
滞
在
者
は
減
少

傾
向
に
あ
り
、
こ
の

年
は

万

人
未
満
で
推
移
し
て
い
る
。

年
代
は
、
外
国
人
妻
と
日
本

人
夫
の
国
際
結
婚
も
伸
び
た
。
農

家
や
長
男
の
嫁
不
足
に
悩
む
地
域

が
、
主
に
途
上
国
出
身
の
女
性
を

「
外
国
人
花
嫁
」
と
し
て
迎
え
入

れ
た
。
日
本
人
と
結
婚
す
る
と
在

留
資
格
「
日
本
人
の
配
偶
者
等
」

が
得
ら
れ
る
。
自
治
体
や
民
間
団

体
が
主
導
し
、
人
権
侵
害
と
の
批

判
も
上
が
っ
た
。
ダ
ン
サ
ー
や
歌

手
の
在
留
資
格
「
興
行
」
の
入
国

者
数
が
最
盛
期
を
迎
え
た
２
０
０

０
年
代
前
半
は
、
パ
ブ
で
働
く
フ

ィ
リ
ピ
ン
人
女
性
と
日
本
人
男
性

の
出
会
い
が
広
が
っ
た
。
だ
が

年
以
降
に
興
行
の
審
査
が
厳
格
化

さ
れ
る
と
、
国
際
結
婚
は
減
少
傾

向
に
転
じ
た
。

年
の
入
管
難
民
法
改
正
で
は

就
労
に
制
限
が
な
い
在
留
資
格

「
定
住
者
」
を
創
設
。
日
系
３
世

ら
が
取
得
で
き
、
南
米
か
ら
の
出

稼
ぎ
労
働
者
が
増
え
た
。

２
０
０
０
年
代
に
入
る
と
、
実

質
的
に
永
続
し
て
働
け
る
道
が
開

い
た
。
人
手
不
足
が
深
刻
な
介
護

分
野
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
と
経
済
連
携

協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
を
締
結
。
国
家

資
格
「
介
護
福
祉
士
」
の
候
補
者

を

年
か
ら
受
け
入
れ
て
い
る
。

原
則
４
年
の
滞
在
中
に
介
護
福
祉

士
の
試
験
に
合
格
す
れ
ば
、
永
続

的
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
。

年

に
は
介
護
福
祉
士
の
取
得
者
を
対

象
に
し
た
在
留
資
格
「
介
護
」
も

で
き
た
。

年
に
は
、
や
は
り
人
手
不
足

を
背
景
に
し
て
「
特
定
技
能
」
を

導
入
。
こ
の
う
ち
「
１
号
」
は
在

留
期
間
が
通
算
５
年
で
家
族
の
帯

同
が
認
め
ら
れ
な
い
一
方
、
熟
練

技
能
が
求
め
ら
れ
る
「
２
号
」
は

家
族
の
帯
同
に
加
え
、
在
留
の
更

新
も
で
き
る
。帰
国
が
前
提
の「
技

能
実
習
」
も
３
年
や
５
年
修
了
す

れ
ば
、
特
定
技
能
に
無
試
験
で
移

行
で
き
る
こ
と
か
ら
、
通
算

年

の
長
期
に
わ
た
っ
て
日
本
に
在
留

す
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
た
。

こ
の
ほ
か
「
日
本
国
籍
取
得
」

は
、

年
代
後
半
か
ら
２
０
０
０

年
代
に
か
け
て
毎
年

万
人
程
度

で
推
移
し
、近
年
は
９
万
人
前
後
。

国
籍
別
で
は
ほ
ぼ
一
貫
し
て
韓
国

・
朝
鮮
、
中
国
が
９
割
を
占
め
て

い
る
。難
民
認
定
者
も「
定
住
者
」

の
在
留
資
格
が
与
え
ら
れ
る
が
、

こ
の

年
間
で
年

人
に
も
満
た

な
い
。

夫
婦
の
一
方
が
外
国
籍
の
国
際
結
婚
は
近
年
、
２

万
組
ほ
ど
で
推
移
し
、
国
内
の
全
婚
姻
数
の
約
３
％

を
占
め
る
。
組
み
合
わ
せ
別
で
は
、
１
９
７
５
（
昭

和

）年
に「
妻
が
外
国
人
・
夫
が
日
本
人
」
が
「
夫

が
外
国
人
・
妻
が
日
本
人
」
を
上
回
り
、
２
０
１
９

年
ま
で
そ
の
傾
向
が
継
続
し
て
い
る
。
た
だ
「
妻
が

外
国
人
」
の
婚
姻
数
は
時
代
に
よ
っ
て
大
き
な
変
化

が
見
ら
れ
る
。

農
家
の
息
子
や
長
男
の
嫁
不
足
対
策
と
し
て
、「
外

国
人
花
嫁
」
「
ア
ジ
ア
の
花
嫁
」
と
呼
ば
れ
る
ア
ジ

ア
出
身
の
女
性
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
た

年
代

は
、「
妻
が
外
国
人
」
の
婚
姻
数
が
大
き
く
伸
び
た
。

年
に
５
千
組
を
超
え
る
と
、

年
に
は
２
万
組
を

突
破
。
そ
の
後
も
増
加
し
、

年
は
３
万
組
に
達
し

た
。ダ

ン
サ
ー
や
歌
手
と
し
て
働
く
た
め
の
在
留
資
格

「
興
行
」の
審
査
が

年
以
降
に
厳
格
化
さ
れ
る
と
、

「
妻
が
外
国
人
」
は

年
の
３
万
５
９
９
３
組
を
ピ

ー
ク
に
減
少
。
２
０
０
０
年
代
前
半
に
興
行
に
よ
る

新
規
入
国
者
の
６
割
を
占
め
て
い
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
人

は
、
婚
姻
数
も
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
。

年
以
降
、
「
妻
が
外
国
人
」
は
１
万
５
千
組
前

後
で
推
移
。
「
夫
が
外
国
人
」
は
６
千
〜
７
千
組
台

で
安
定
し
て
い
る
。

結
婚
相
手
の
国
籍
は
、男
女
で
違
い
が
見
ら
れ
る
。

年
の
外
国
人
妻
は
、
多
い
順
に
中
国
４
７
２
３
人
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
３
６
６
６
人
、
韓
国
・
朝
鮮
１
６
７
８

人
、
タ
イ
９
８
６
人
。
外
国
人
夫
は
韓
国
・
朝
鮮
１

７
６
４
人
、
米
国
９
８
９
人
、
中
国
９
１
７
人
、
ブ

ラ
ジ
ル
３
３
２
人
だ
っ
た
。

「まじめな日本人望む人」多く

ガソリンスタンドの事務所で利用客の状況を確認する

石井朝夫さんと玉栄さん夫婦 千曲市の結婚相談所を

通じて出会った＝３月 愛知県新城市

根
強
い
国
際
結
婚
の
需
要

「
早
く
夫
の
子
ど
も
を
産
み
た

い
」
。

歳
年
上
の
石
井
朝と

も

夫お

さ

ん

を
見
つ
め
、
妻
の
玉た

ま

栄え

さ

ん

が
は
に
か
ん
だ
。

愛
知
県
新し

ん

城し
ろ

市
の
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
。
千
曲
市
の
結
婚
相
談
所

を
通
じ
て
２
０
１
８
年
９
月
に
国

際
結
婚
し
た
２
人
は
、
給
油
客
が

落
ち
着
い
た
３
月
１
日
夜
、
事
務

所
で
一
息
吐
い
て
い
た
。

玉
栄
さ
ん
は
１
千
万
人
都
市
の

中
国
東
北
部
ハ
ル
ビ
ン
市
出
身
。

歳
で
中
国
人
男
性
と
結
婚
、
長

女
を
出
産
し
た
が
、
４
年
で
離
婚

し
た
。
千
曲
市
の
相
談
所
を
利
用

し
た
友
人
の
勧
め
も
あ
り
、

年

３
月
に
会
員
登
録
。
ハ
ル
ビ
ン
市

内
は
微
小
粒
子
状
物
質
「
Ｐ
Ｍ
２

・
５
」
の
大
気
汚
染
が
ひ
ど
く
、

「
い
い
環
境
に
移
っ
て
子
育
て
し

た
い
」
と
の
思
い
も
あ
っ
た
。

生
年
月
日
、
身
長
・
体
重
、
学

歴
、
家
族
構
成
…
。
詳
細
な
プ
ロ

フ
ィ
ル
と
と
も
に
相
談
所
か
ら
５

人
の
日
本
人
男
性
を
勧
め
ら
れ

た
。
そ
の
１
人
が
朝
夫
さ
ん
だ
っ

た
。
結
婚
ま
で
に
計
８
回
、
テ
レ

ビ
電
話
に
よ
る
１
時
間
ほ
ど
の

「
お
見
合
い
」
を
し
た
。

年
続

く
ス
タ
ン
ド
を
家
族
経
営
す
る

「
ま
じ
め
さ
」
に
引
か
れ
、
年
齢

差
も
「
気
に
な
ら
な
か
っ
た
」
。

離
婚
歴
が
あ
る
朝
夫
さ
ん
は
子

ど
も
が
欲
し
い
と
の
思
い
を
捨
て

き
れ
ず
、
愛
知
県
内
の
相
談
所
に

登
録
。
だ
が
両
親
と
同
居
、
地
方

都
市
、
年
中
無
休
の
自
営
業
｜
と

い
っ
た
条
件
は
敬
遠
さ
れ
、
中
国

人
女
性
を
専
門
と
す
る
千
曲
市
の

相
談
所
を
頼
っ
て
い
た
。

玉
栄
さ
ん
は

年
９
月
に
来

日
。
２
週
間
の
滞
在
中
に
朝
夫
さ

ん
の
自
宅
や
職
場
を
見
て
、
婚
姻

届
を
市
役
所
に
提
出
し
た
。

従
業
員
５
０
０
人
ほ
ど
の
製
薬

会
社
で
部
長
職
に
就
き
、
車
で
年

間
４
万
㌔
を
走
っ
て
い
た
生
活
は

一
変
。
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
の
事
務

所
内
で
モ
ニ
タ
ー
を
見
な
が
ら
、

車
の
給
油
許
可
を
出
す
の
が
今
の

仕
事
だ
。
年
中
無
休
の
た
め
遠
出

は
し
づ
ら
い
が
「
せ
っ
か
く
日
本

に
来
た
か
ら
い
ろ
ん
な
所
に
行
き

た
い
」
。
日
本
人
の
友
だ
ち
を
つ

く
る
こ
と
も
目
標
だ
。

「
国
際
結
婚
の
需
要
は
根
強

い
」
。
千
曲
市
の
相
談
所
を
運
営

す
る
日
華
商
事
の
滝
沢
優
也
社
長

は
指
摘
す
る
。

同
社
の
女
性
会
員
は
８
割
に
離

婚
歴
が
あ
り
、
夫
の
家
庭
内
暴
力

や
放ほ

う

蕩と
う

に
苦
労
し
、
第
二
の
人
生

の
伴
侶
に
「
ま
じ
め
な
日
本
人
を

望
む
人
が
多
い
」
。
一
方
、
男
性

会
員
は
未
婚
の
農
家
や
長
男
が
目

立
ち
、
９
割
が

歳
以
上
年
下
の

妻
と
成
婚
す
る
と
い
う
。

「
女
性
が
生
活
に
慣
れ
る
ま
で

怒
っ
て
は
い
け
な
い
」
「
女
性
が

働
き
た
い
場
合
は
許
可
す
る
」
｜
。

同
社
は
５
年
前
、
結
婚
後
に
ト
ラ

ブ
ル
が
起
き
な
い
よ
う
、
事
前
に

夫
婦
の
ル
ー
ル
を
定
め
る
「
婚
前

誓
約
書
」
を
導
入
し
た
。
滝
沢
社

長
は
文
化
や
言
葉
の
壁
に
よ
る
国

際
結
婚
の
難
し
さ
を
認
め
つ
つ
、

「
結
局
は
相
手
を
思
い
や
れ
る
か

ど
う
か
」
と
話
す
。

竹
端

集

宇根さん 右 にインタビューする西沢さん

＝３月 伊那市

地
域
に
暮
ら
す
多
様
な
ル
ー
ツ
の
外
国
人
に
魅
せ
ら

れ
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
重
ね
る
高
校
生
が
い
る
。
伊
那
北

高
校
（
伊
那
市
）
３
年
の
西
沢
あ
か
り
さ
ん

上
伊

那
郡
宮
田
村
。
２
年
時
、
地
域
課
題
の
解
決
策
を
探
る
総

合
探
求
の
時
間
で
「
上
伊
那
の
外
国
人
労
働
者
」
を
テ
ー

マ
に
選
び
、
「
五
色
の
メ
ビ
ウ
ス
」
取
材
班
に
も
連
絡
。

連
載
の
登
場
人
物
約

人
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
外
国
人

が
地
域
で
暮
ら
す
上
で
の
困
難
さ
な
ど
に
思
い
を
は
せ
て

き
た
。

＊

＊

３
月
中
旬
、
西
沢
さ
ん
は
人
材
派
遣
会
社
に
勤
務
す
る

宇う

根ね

良よ
し

和か
ず

さ
ん

伊
那
市

宅
を
訪
ね
、
１
９
９
２

年
の
来
日
後
の
苦
労
な
ど
を
聞
き
取
っ
た
。

宇
根
さ
ん
は
ブ
ラ
ジ
ル
生
ま
れ
で
、

歳
で
日
本
行
き

を
決
意
。
渡
航
手
続
き
中
に
自
ら
が
日
系
２
世
の
ブ
ラ
ジ

ル
人
で
は
な
く
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
日
本
の
二
重
国
籍
と
分
か

り
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
悩
み
な
が
ら
も
派
遣
労
働

や
解
雇
な
ど
を
経
て
家
族
を
支
え
て
き
た
。

「
手
続
き
な
ど
で
困
る
こ
と
は
」
「
日
本
人
の
友
達
は

い
ま
す
か
」
。
孫
ほ
ど
の
年
齢
差
の
西
沢
さ
ん
の
質
問
に

宇
根
さ
ん
は
時
折
笑
顔
を
見
せ
な
が
ら
応
じ
た
。
「
市
役

所
か
ら
の
手
紙
は
読
め
な
い
か
ら
職
場
の
上
司
に
聞
く
」

「
日
本
語
が
あ
ま
り
で
き
な
い
か
ら
近
所
と
も
あ
い
さ
つ

だ
け
」
｜
。
西
沢
さ
ん
は
「
普
通
経
験
し
な
い
よ
う
な
人

生
を
送
る
人
が
身
近
に
い
る
こ
と
に
強
い
印
象
を
受
け

た
」
と
話
し
た
。

＊

＊

昨
年
夏
以
降
、
上
伊
那
郡
箕
輪
町
の
医
療
・
福
祉
関
係

者
で
つ
く
る
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
伊
那
」
の
無
料

相
談
会
に
体
験
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
、
困
窮
す
る
外
国

人
に
食
料
を
手
渡
し
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
地
球

人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ｉ
ｎ
こ
ま
が
ね
」
（
駒
ケ
根
市
）
の
日

本
語
教
室
で
定
住
外
国
人
や
技
能
実
習
生
ら
と
も
交
流
し

た
り
し
て
外
国
人
労
働
者
の
実
情
を
肌
で
感
じ
た
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
で
仕
事
を
失
う
大
変
さ
、
日
本
人
の
夫

を
亡
く
し
て
寂
し
さ
を
募
ら
せ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
出
身
の
女

性
な
ど
外
国
人
が
暮
ら
し
て
い
く
上
で
不
安
が
大
き
い
こ

と
が
分
か
っ
た
」
と
話
す
。
今
年
１
月
の
総
合
探
求
の
発

表
で
は
、
日
本
人
が
言
葉
の
面
で
外
国
人
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
代
わ
り
に
外
国
人
が
雪
か
き
な
ど
人
手
の
面
で
お
返
し

す
る
互
助
の
仕
組
み
や
、
技
能
実
習
生
を
地
域
住
民
が
家

庭
で
受
け
入
れ
、
言
葉
や
文
化
を
学
ぶ
企
画
な
ど
を
提
案

し
た
。

総
合
探
求
は
一
段
落
し
た
も
の
の
「
外
国
人
が
懸
命
に

日
本
で
暮
ら
し
て
い
る
姿
に
触
れ
た
り
話
を
聞
い
た
り
す

る
の
は
刺
激
的
で
、
も
う
少
し
続
け
た
い
」
と
伊
那
地
域

内
外
に
足
を
運
ぶ
。
今
は
聞
き
取
っ
た
成
果
の
ま
と
め
に

着
手
し
て
お
り
、
発
表
の
場
も
探
す
。
「
地
域
に
暮
ら
す

外
国
人
は
今
後
も
増
え
る
と
思
う
。
外
国
人
の
不
安
が
少

な
く
な
る
よ
う
な
発
信
を
し
た
い
」
と
意
欲
を
語
る
。

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

多様なルーツに魅せられ 重ねるインタビュー
地域で暮らす困難さ 思う

伊那北高３年 西沢 あかりさん

外国人 日本で暮らす道は

｜
日
本
人
男
性
と
結
婚
し
た
外
国
人

女
性
が
日
本
で
暮
ら
す
上
で
抱
え
る
課

題
は
何
か
。

「
法
的
に
も
経
済
的
に
も
不
安
定
な

立
場
に
置
か
れ
て
い
る
。
『
日
本
人
の

配
偶
者
等
』
や
『
永
住
者
』
の
在
留
資

格
の
申
請
に
は
原
則
、
日
本
人
配
偶
者

の
身
元
保
証
人
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と

や
、
戸
籍
謄
本
や
納
税
証
明
書
が
必
要

で
、
夫
の
協
力
が
な
い
と
難
し
い
。
子

ど
も
が
あ
る
程
度
育
つ
と
働
き
に
出
る

が
、
家
計
を
補
助
す
る
パ
ー
ト
が
ほ
と

ん
ど
。
専
門
職
に
就
く
人
は
少
な
く
、

経
済
的
な
自
立
が
難
し
い
」

｜
配
偶
者
に
依
存
し
な
い
た
め
に
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。

「
例
え
ば
、
国
際
結
婚
な
ど
を
し
て

日
本
に
住
ん
で
数
年
た
っ
た
ら
、
原
則

永
住
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
れ
ば
、

夫
に
依
存
し
な
い
で
い
ら
れ
る
」

｜
外
国
人
女
性
は
仕
事
や
子
育
て
な

ど
生
活
の
苦
労
も
多
い
。

「
国
際
結
婚
し
た
女
性
を
含
め
、
定

住
外
国
人
の
生
活
を
保
障
す
る
施
策
は

非
常
に
限
ら
れ
て
い
る
。
日
本
の
母
子

世
帯
は
貧
困
率
が
高
い
が
、
日
本
で
教

育
を
受
け
て
い
な
い
外
国
人
シ
ン
グ
ル

マ
ザ
ー
が
、
働
き
子
育
て
す
る
の
は
よ

り
大
変
。
日
本
語
も
含
め
就
労
支
援
の

施
策
が
必
要
で
は
」

｜
嫁
不
足
対
策
と
し
て
ア
ジ
ア
か
ら

外
国
人
女
性
を
呼
ぶ
「
外
国
人
花
嫁
」

の
時
代
か
ら

年
以
上
過
ぎ
、
老
後
の

課
題
に
直
面
す
る
外
国
人
女
性
も
現
れ

て
く
る
。

「
問
題
の
一
つ
は
、
介
護
が
必
要
に

な
っ
た
時
に
ど
う
な
る
か
。
介
護
現
場

で
は
、
多
言
語
の
対
応
や
日
本
語
が
母

語
で
は
な
い
人
へ
の
ケ
ア
が
重
要
に
な

る
。
も
う
一
つ
は
老
後
の
生
活
保
障
。

ず
っ
と
経
済
的
に
安
定
し
て
き
た
人
ば

か
り
で
は
な
い
の
で
、
年
金
が
少
な
い

人
も
多
い
と
思
う
」

｜
「
日
本
人
夫
・
外
国
人
妻
」
の
婚

姻
は
２
０
０
６
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し

て
い
る
。

「
外
国
人
花
嫁
の
時
代
は
、
嫁
不
足

が
家
や
農
村
全
体
の
危
機
と
し
て
考
え

ら
れ
た
。
結
婚
し
て
一
人
前
と
い
う
圧

力
が
強
い
中
、
国
際
結
婚
す
る
男
性
も

い
た
。
仮
説
だ
が
、
今
は
そ
う
し
た
圧

力
が
弱
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
影
響
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
」

｜
オ
ー
バ
ー
ス
テ
イ
（
超
過
滞
在
）

の
状
態
で
「
非
正
規
定
住
」
し
て
い
る

外
国
人
も
い
る
。
国
の
対
応
を
ど
う
見

る
。「

政
策
や
法
制
度
と
現
実
が
合
っ
て

い
な
い
こ
と
が
問
題
だ
。
オ
ー
バ
ー
ス

テ
イ
の
状
態
で
働
く
人
は
、
実
態
に
適

合
す
る
在
留
資
格
が
な
い
か
ら
、
非
正

規
の
状
態
に
陥
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
働

い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
社
会

が
必
要
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意

味
す
る
。
現
実
に
合
わ
せ
て
制
度
を
変

え
れ
ば
い
い
。
専
門
職
以
外
で
外
国
人

が
働
け
る
在
留
資
格
が
少
な
い
。
技
能

実
習
制
度
や
特
定
技
能
制
度
は
あ
る

が
、
制
度
で
認
め
ら
れ
な
い
職
種
も
あ

る
。
オ
ー
バ
ー
ス
テ
イ
の
人
に
在
留
資

格
を
認
め
て
働
け
る
よ
う
に
す
れ
ば
、

雇
用
す
る
企
業
に
と
っ
て
も
い
い
」

｜
日
本
で
暮
ら
し
、
働
く
外
国
人
が

日
本
語
を
学
ぶ
環
境
は
。

「
日
系
の
定
住
・
永
住
者
ら
は
日
本

語
が
で
き
る
先
輩
や
同
胞
が
い
る
こ
と

が
多
く
、
日
本
語
が
分
か
ら
な
く
て
も

日
常
生
活
に
そ
れ
ほ
ど
支
障
が
な
い
。

長
く
日
本
に
暮
ら
し
て
も
日
本
語
が
上

達
し
な
い
人
も
い
る
。
技
能
実
習
生
の

受
け
入
れ
企
業
は
日
本
語
を
教
育
す
る

責
任
が
あ
る
が
、
き
ち
ん
と
取
り
組
む

所
は
少
な
い
」

｜
外
国
人
労
働
者
ら
が
日
本
語
を
学

ぶ
意
義
は
。

「
日
本
人
と
の
相
互
理
解
に
重
要
だ
。

例
え
ば
ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
を
伝
え
て

も
全
く
伝
わ
ら
な
い
よ
う
で
は
、
日
本

人
は
『
ご
み
の
マ
ナ
ー
す
ら
通
じ
な
い

人
た
ち
だ
』と
拒
否
感
を
強
め
が
ち
だ
。

共
に
暮
ら
す
に
は
、
生
活
事
情
を
理
解

す
る
程
度
の
日
本
語
は
必
要
だ
」

｜
日
本
語
教
室
は
ど
の
よ
う
に
機
能

し
て
い
る
か
。

「
私
が
理
事
長
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
『
中

信
多
文
化
共
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
（
松

本
市
）
の
日
本
語
教
室
に
は
近
年
、
ア

ジ
ア
出
身
の
技
能
実
習
生
ら
の
参
加
が

目
立
つ
。
仕
事
や
生
活
に
必
要
な
日
本

語
を
学
ん
だ
り
、
日
本
語
能
力
試
験
に

合
格
し
、
帰
国
後
の
就
職
に
役
立
て
た

り
す
る
た
め
だ
」

「
教
室
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
実
習
生

ら
に
頼
ら
れ
る
こ
と
に
や
り
が
い
や
喜

び
を
感
じ
て
い
る
。
た
だ
民
間
運
営
で

予
算
に
余
裕
は
な
い
。
恩
恵
を
受
け
て

い
る
実
習
生
の
受
け
入
れ
企
業
側
に
も

財
政
面
な
ど
相
応
の
支
援
を
願
い
た

い
」｜

今
後
も
外
国
人
労
働
者
ら
定
住
外

国
人
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
で
日
本

語
教
育
の
方
向
性
は
。

「
日
本
語
教
育
を
『
善
意
』
の
日
本

語
教
室
が
支
え
て
い
る
｜
と
話
す
と
、

海
外
の
移
民
政
策
研
究
者
は
一
様
に
驚

く
。
韓
国
や
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
な
ど

で
は
、
在
住
外
国
人
へ
の
言
語
教
育
は

国
の
仕
事
だ
。
国
が
質
を
保
証
し
た
日

本
語
教
育
や
試
験
を
積
極
的
に
行
い
、

在
留
期
間
延
長
や
永
住
要
件
の
緩
和
な

ど
で
優
遇
す
れ
ば
、
言
語
習
得
が
進
む

だ
ろ
う
」

｜
国
や
自
治
体
の
責
務
を
定
め
た
日

本
語
教
育
推
進
法
が
２
０
１
９
年
に
施

行
さ
れ
た
。

「
ま
ず
、
幅
広
い
省
庁
に
影
響
力
を

及
ぼ
す
多
文
化
共
生
や
移
民
政
策
の
高

レ
ベ
ル
な
基
本
法
が
必
要
と
考
え
る
。

そ
の
下
に
、
日
本
語
教
育
推
進
法
が
位

置
付
け
ら
れ
る
べ
き
だ
。こ
の
法
律
で
、

日
本
語
教
育
の
質
向
上
に
つ
な
が
る
日

本
語
教
師
の
資
格
化
や
教
育
体
系
整
備

が
進
む
だ
ろ
う
」

｜
多
様
な
ル
ー
ツ
を
持
つ
外
国
人
を

受
け
入
れ
る
意
義
は
。

「
人
手
の
確
保
以
上
に
、
硬
直
化
し

た
日
本
社
会
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
技

術
革
新
）
を
起
こ
す
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
。
元
気
で
や
る
気
の
あ
る
外
国
人

が
企
業
や
行
政
で
活
躍
し
、
地
域
で
生

活
す
る
こ
と
が
日
本
を
元
気
に
す
る
。

技
能
実
習
生
に
も
優
秀
な
人
は
多
い
の

で
、
彼
ら
が
起
業
で
き
る
よ
う
に
な
る

仕
組
み
の
検
討
も
重
要
だ
」

東
京
大
大
学
院
准
教
授

高
谷

幸
氏

信
州
大
教
授

佐
藤

友
則
氏

子
育
て
女
性
へ
の
支
援
必
要

言
語
教
育
充
実
は
国
の
責
務

外
国
人
が
日
本
で
暮
ら
す
上
で
の
課
題

識
者
に
聞
く

さ
と
う
・
と
も
の
り

１
９
６
５
年
、
仙
台
市

生
ま
れ
。
商
社
勤
務
、
日
本
語
教
師
を
経
て
東
北

大
院
修
了
。
信
州
大
グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進
セ
ン
タ

ー
教
授
。
専
門
は
多
文
化
共
生
施
策
、
日
本
語
教

育
学
。
外
国
人
支
援
な
ど
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人「
中
信
多
文
化
共
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」理
事
長
。

著
書
に
「
多
文
化
共
生
８
つ
の
質
問
」
、
共
著
に

「

代
か
ら
の
批
判
的
思
考
」
。

た
か
や
・
さ
ち

１
９
７
９
年
、
奈
良
県
生
ま

れ
。
神
戸
大
卒
、
京
都
大
で
博
士
号
。
東
京
大
大

学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
准
教
授
。
専
門
は
社
会

学
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
移
住
者
と
連
帯
す
る
全
国
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
理
事
も
務
め
る
。
著
書
に
「
追
放

と
抵
抗
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
」
、
編
著
に
「
移
民
政

策
と
は
何
か
」
。

これまでの派遣先が カ所にも及ぶ

男性、四半世紀もの「出稼ぎ」に区切

りをつけ帰国したシングルマザー…。

取材で出会った日系ブラジル人は、日

本語の読み書きや意思疎通に課題を抱

え、もがいてもいた。

ただ、 年以上勤務した製造業を

３月に雇い止めになった 歳のブラジ

ル人女性は日本語が不自由でも「不

当だ」と声を上げ、解決金を得た。県

内の労組が後押しした。外国人労働

者も、支援団体などにつながれば「権

利」を正当に主張できることを示し

た。

外国人を巡る制度や課題を即座に変

えるのは容易ではない。ただ、職場や

地域で暮らす外国人に意識を向け、ち

ょっとした配慮や情報提供を買って出

ることで、事態は好転するケースもあ

る。

（第３部、第４部・古志野拓史）

「友達が少なかったから変な道に行

かなかった」。フィリピン人の母とけ

んかが絶えなかった 代女性は言っ

た。壮絶な境遇にあると紹介された彼

女の口調はしっかりして丁寧だった。

生活保護を自ら申請し、働きながら高

校に入り直した姿にも感心した。非行

に走らず行政や警察に助けを求めたの

は、友人の多寡に関係なく、自ら選ん

だ道だ。

来日して子どもがまだ小さいうちに

日本人の夫を亡くしたフィリピン人女

性も、明るさと行動力を持っていた。

だが、全ての人が同じようにはでき

ない。本人の力だけでは大変な環境か

ら抜け出せないことがある。彼女たち

も不安定な状況から脱したわけではな

い。助けを求める人を受け入れる場所、

踏ん張る人を支える仕組みが社会には

必要だ。

（第６部・金内真衣）

取
材
班
か
ら

ちょっとした配慮で 事態好転 助け求める人 受け入れる場を

在留資格拡充 永住者増える可能性も

連載「五色
いつついろ

のメビウス」は第６部「彼女たちの孤独」まで、日系人労働者や、日本人と結婚した女性をはじめ日本で長く

暮らす外国人の苦悩や困難さをつぶさに見てきた。在留資格の拡充で今後、日本に長期にわたって住み、永住する人は増える

可能性もある。どんな道があるのか、何が課題なのか、整理した。
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